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地中熱利用技術の普及促進及び技術向上

当研究会は2012年に設立されて以来10年以上に渡って、環境にやさしい地中熱の利用技術全般について調査・研究・規格
化等の普及促進等を行い、県民の生活環境の向上に寄与することを目的として活動している。主な活動としては、①地中熱利
用についてのセミナー開催、②地中熱利用施設や施工現場、調査現場等を対象とした見学会の開催、③新潟県および県内市町
村と連携した普及・促進活動、④地中熱利用事例の紹介動画やセミナー等の資料の公開、⑤SPH（スーパープロフェッショナル・
ハイスクール）事業に対する地中熱をテーマにした人材育成、⑥産業技術総合研究所との共同研究などがあげられ、これらの
活動を通じて地中熱利用の普及促進を通じた地域の省エネおよび二酸化炭素排出量削減に貢献している。

新潟県地中熱利用研究会

活動概要 緩和分野

【住 所】 〒950-8565  新潟県新潟市中央区新光町6番地1 興和ビル7Ｆ　　【TEL】 025-250-1162
【URL】 http://www.ngeoh.jp/

地中熱ボアホール工事見学会 SPH事業を通じた人材育成

本校は、総合学習で、気候変動対策に対する実質的アクションを実施。2022年度6年生は自分達にできるプロジェクトを4つ
立案し、企業や地域を巻き込み取り組んだ。「服のチカラ/本のチカラプロジェクト」では、物の命を最大限延ばすために不要の
子ども服や本学園の制服2000着、古本3000冊を集めた。子ども服は企業や国際機関の協力を得て難民に送り、制服と古本
は販売後、その収益を慈善団体へ寄付した。子ども達は、自分たちの力で原材料調達から廃棄までに排出されるCO2を約46ｔ
削減する活動を通して、気候変動対策を自分事として捉えた。自分・学校（友人）・家庭（保護者)・地域・企業の連携を体験する
中でその重要性を認識し、今後の社会への視野を大きく広げた。

物の命を最大限延ばすために、わたしたちにできること！

国本小学校

活動概要 緩和・適応分野

【住 所】 〒157-0067  東京都世田谷区喜多見8-15-33　　【TEL】 03ｰ3416‐4729
【URL】 https://kunimoto.ac.jp/primary/

多くの人々の思いのこもった衣服と本の山 古本から新しい命を生み出した紙すきしおり
作り
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